
東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

十

月

四

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

五

号

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

五

十

七

年

七

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

四

条

第

一

項

中

「

一

に

」

を

「

い

ず

れ

か

に

」

に

、

「

六

箇

月

」

を

「

六

月

（

急

患

等

と

し

て

保

険

医

療

機

関

等

を

受

診

し

た

被

保

険

者

に

係

る

一

部

負

担

金

の

徴

収

に

つ

い

て

は

、

当

該

被

保

険

者

の

資

力

の

活

用

が

可

能

と

な

る

ま

で

の

期

間

と

し

て

一

年

）

」

に

改

め

、

同

項

第

一

号

中

「

う

け

た

」

を

「

受

け

た

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

中

「

前

各

号

」

を

「

前

二

号

」

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

施

行

規

則

第

十

四

条

第

一

項

の

規

定

は

、

こ

の

規

則

の

施

行

の

日

以

後

に

行

わ

れ

た

療

養

の

給

付

に

関

す

る

一

部

負

担

金

に

つ

い

て

適

用

し

、

同

日

前

に

行

わ

れ

た

療

養

の

給

付

に

関

す

る

一

部

負

担

金

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。
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東

京

都

北

区

自

転

車

等

駐

車

場

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

十

月

四

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

六

号

東

京

都

北

区

自

転

車

等

駐

車

場

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

自

転

車

等

駐

車

場

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

六

十

一

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

一

条

の

六

第

二

号

中

「

及

び

回

数

駐

車

券

の

料

金

」

を

削

り

、

「

第

七

条

第

六

項

」

を

「

第

七

条

第

三

項

」

に

改

め

る

。

第

一

条

の

八

中

「

第

七

条

第

六

項

」

を

「

第

七

条

第

三

項

」

に

改

め

る

。

第

二

条

第

一

項

中

「

別

表

第

一

」

を

「

別

表

」

に

改

め

る

。

第

四

条

第

一

項

中

「

の

利

用

申

請

は

、

利

用

し

よ

う

と

す

る

度

ご

と

に

、

口

頭

で

申

請

す

る

も

の

と

し

、

利

用

承

認

は

、

」

を

「

に

つ

い

て

は

、

利

用

者

が

」

に

、

「

交

付

し

て

行

う

」

を

「

取

得

し

た

こ

と

を

も

つ

て

当

該

利

用

の

申

請

及

び

承

認

が

あ

つ

た

も

の

と

み

な

す

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

第

一

号

を

削

り

、

第

二

号

を

第

一

号

と

し

、

第

三

号

か

ら

第

五

号

ま

で

を

一

号

ず

つ

繰

り

上

げ

、

同

項

第

六

号

中

「

（

区

長

が

指

定

す

る

駐

車

設

備

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

同

号

を

同

項

第

五

号

と

し

、

同

項

第

七

号

を

同

項

第

六

号

と

し

、

同

項

第

八

号

を

同

項

第

七

号

と

し

、

同

項

第

九

号

を

削

り

、

同

項

第

十

号

中

「

（

区

長

が

指

定

す

る

駐

車

設

備

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

同

号

を

同

項

第

八

号

と

し

、

同

項

第

十

一

号

中

「

（

区

長

が

指

定

す

る

駐

車

設

備

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

同

号

を

同

項

第

九

号

と

し

、

同

項

第

十

二

号

を

削

り

、

同

項

中

第

十

三

号

を

第

十

号

と

し

、

第

十

四

号

か

ら

第

十

九

号

ま

で

を

三

号

ず

つ

繰

り

上

げ

、

同

項

に

次

の

二

号

を

加

え

る

。
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十

七

栄

町

自

転

車

駐

車

場

十

八

上

中

里

駅

前

自

転

車

駐

車

場

第

五

条

第

三

項

中

「

並

び

に

前

条

第

二

項

第

十

号

か

ら

第

十

二

号

ま

で

及

び

第

十

四

号

に

規

定

す

る

駐

車

場

」

を

「

及

び

西

ケ

原

駅

前

自

転

車

駐

車

場

」

に

改

め

、

同

条

第

五

項

中

「

前

項

」

を

「

第

三

項

」

に

改

め

る

。

第

七

条

第

二

項

中

「

並

び

に

第

四

条

第

二

項

第

十

号

か

ら

第

十

二

号

ま

で

及

び

第

十

四

号

に

規

定

す

る

駐

車

場

」

を

「

及

び

西

ケ

原

駅

前

自

転

車

駐

車

場

」

に

改

め

る

。

第

八

条

の

二

中

第

一

号

を

削

り

、

第

二

号

を

第

一

号

と

し

、

第

三

号

か

ら

第

五

号

ま

で

を

一

号

ず

つ

繰

り

上

げ

、

同

条

第

六

号

中

「

（

区

長

が

指

定

す

る

駐

車

設

備

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

同

号

を

同

条

第

五

号

と

し

、

同

条

第

七

号

を

同

条

第

六

号

と

し

、

同

条

第

八

号

を

同

条

第

七

号

と

し

、

同

条

第

九

号

を

削

り

、

同

条

第

十

号

中

「

（

区

長

が

指

定

す

る

駐

車

設

備

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

同

号

を

同

条

第

八

号

と

し

、

同

条

第

十

一

号

中

「

（

区

長

が

指

定

す

る

駐

車

設

備

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

同

号

を

同

条

第

九

号

と

し

、

同

条

第

十

二

号

を

削

り

、

同

条

中

第

十

三

号

を

第

十

号

と

し

、

第

十

四

号

か

ら

第

十

九

号

ま

で

を

三

号

ず

つ

繰

り

上

げ

、

同

条

に

次

の

二

号

を

加

え

る

。

十

七

栄

町

自

転

車

駐

車

場

十

八

上

中

里

駅

前

自

転

車

駐

車

場

第

八

条

の

三

を

削

る

。

別

表

第

二

を

削

り

、

別

表

第

一

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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別

表

（

第

二

条

関

係

）

利

用

時

間

名

称

利

用

方

法

利

用

車

種

休

場

日

当

日

利

用

定

期

利

用

浮

間

四

丁

目

自

転

車

駐

車

場

当

日

利

用

自

転

車

及

午

前

零

時

か

ら

午

後

十

一

月

一

日

及

び

定

期

び

原

動

機

二

時

ま

で

か

ら

同

月

浮

間

三

丁

目

自

転

車

駐

車

場

利

用

付

自

転

車

三

日

ま

で

赤

羽

北

二

丁

目

自

転

車

駐

車

定

期

利

用

午

前

零

時

十

二

月

二

場

か

ら

午

後

十

九

日

か

十

二

時

ま

ら

同

月

三

で

十

一

日

ま

で

赤

羽

駅

南

口

第

一

自

転

車

駐

当

日

利

用

午

前

零

時

か

ら

午

後

十

車

場

及

び

定

期

二

時

ま

で

利

用
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赤

羽

駅

南

口

第

二

自

転

車

駐

車

場

王

子

駅

南

口

自

転

車

駐

車

場

王

子

神

谷

駅

北

自

転

車

駐

車

場新

田

端

大

橋

北

自

転

車

駐

車

場赤

羽

駅

西

口

北

自

転

車

駐

車

場東

十

条

駅

南

口

自

転

車

駐

車

場新

田

端

大

橋

南

自

転

車

駐

車

自

転

車
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場新

田

端

大

橋

中

央

自

転

車

駐

車

場

栄

町

自

転

車

駐

車

場

尾

久

駅

前

自

転

車

駐

車

場

田

端

駅

前

自

転

車

駐

車

場

午

前

四

時

か

ら

午

前

一

時

ま

で

王

子

神

谷

駅

前

自

転

車

駐

車

定

期

利

用

午

前

零

時

場

か

ら

午

後

十

二

時

ま

で

北

赤

羽

駅

赤

羽

口

自

転

車

駐

当

日

利

用

午

前

零

時
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車

場

か

ら

午

後

十

二

時

ま

で

滝

野

川

三

丁

目

自

転

車

駐

車

場音

無

親

水

公

園

自

転

車

駐

車

場東

十

条

駅

北

口

自

転

車

駐

車

場東

十

条

駅

北

口

第

二

自

転

車

駐

車

場

十

条

駅

東

口

自

転

車

駐

車

場
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王

子

駅

北

口

自

転

車

駐

車

場

当

日

利

用

午

前

零

時

か

ら

午

後

十

一

月

一

日

及

び

定

期

二

時

ま

で

か

ら

同

月

利

用

三

日

ま

で

定

期

利

用

原

動

機

付

午

前

零

時

十

二

月

二

自

転

車

か

ら

午

後

十

九

日

か

十

二

時

ま

ら

同

月

三

で

十

一

日

ま

で

十

条

駅

西

口

自

転

車

駐

車

場

当

日

利

用

自

転

車

及

午

前

四

時

か

ら

午

前

一

及

び

定

期

び

原

動

機

時

ま

で

利

用

付

自

転

車

赤

羽

駅

西

口

自

転

車

駐

車

場

王

子

駅

明

治

通

り

自

転

車

駐

当

日

利

用

自

転

車

午

前

零

時

車

場

か

ら

午

後

十

二

時

ま
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で

西

ケ

原

駅

前

自

転

車

駐

車

場

当

日

利

用

午

前

零

時

か

ら

午

後

十

及

び

定

期

二

時

ま

で

利

用

赤

羽

駅

南

口

第

三

自

転

車

駐

当

日

利

用

午

前

零

時

車

場

か

ら

午

後

十

二

時

ま

北

谷

端

公

園

脇

自

転

車

駐

車

で

場赤

羽

東

本

通

り

自

転

車

駐

車

場赤

羽

駅

東

口

自

転

車

駐

車

場

赤

羽

駅

西

口

駅

前

自

転

車

駐
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車

場

上

中

里

駅

前

自

転

車

駐

車

場

別

記

第

四

号

様

式

の

二

を

削

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

東

京

都

北

区

自

転

車

等

駐

車

場

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

令

和

六

年

十

月

東

京

都

北

区

条

例

第

三

十

一

号

）

付

則

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

別

表

第

一

十

条

駅

西

口

自

転

車

駐

車

場

の

項

の

改

正

規

定

の

施

行

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

一

条

の

六

第

二

号

の

改

正

規

定

、

第

一

条

の

八

の

改

正

規

定

、

第

四

条

第

一

項

の

改

正

規

定

、

第

五

条

第

五

項

の

改

正

規

定

、

第

八

条

の

三

を

削

る

改

正

規

定

、

別

表

第

二

を

削

る

改

正

規

定

及

び

別

記

第

四

号

様

式

の

二

を

削

る

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

自

転

車

の

放

置

防

止

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。令

和

六

年

十

月

七

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

七

号

東

京

都

北

区

自

転

車

の

放

置

防

止

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

自

転

車

の

放

置

防

止

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

五

十

九

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

条

中

「

の

各

号

」

を

削

り

、

「

整

理

区

域

標

識

」

を

「

整

理

区

域

表

示

」

に

改

め

る

。

第

四

条

第

二

項

中

「

同

条

同

項

」

を

「

同

項

」

に

改

め

、

「

の

各

号

」

を

削

る

。

第

六

条

の

三

の

見

出

し

中

「

取

下

げ

」

の

下

に

「

等

」

を

加

え

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

２

第

六

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

指

定

自

転

車

置

場

の

利

用

登

録

を

受

け

た

者

は

、

当

該

利

用

を

中

止

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

区

長

に

指

定

自

転

車

置

場

利

用

中

止

届

（

第

七

号

様

式

の

四

）

を

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

七

条

第

一

項

を

削

り

、

同

条

第

二

項

中

「

前

項

」

を

「

条

例

第

十

六

条

第

二

項

た

だ

し

書

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

と

す

る

。

別

記

第

一

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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第１号様式（第 2 条関係） 
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別

記

第

三

号

様

式

中

「

保
険

証

」

を

「

マ
イ

ナ
ン

バ

ー

カ

ー

ド

」

に

改

め

る

。

（裏）

別

記

第

四

号

様

式

中

「

保
険

証

」

を

削

り

、

「

児
童

扶
養

手
当

証
明

書

」

を

「

児
童

扶
養

（表）

、

手
当

証
書

」

に

改

め

る

。

別

記

第

七

号

様

式

の

三

の

次

に

次

の

一

様

式

を

加

え

る

。
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第７号様式の４（第６条の３関係） 

 

年  月  日 

 

指定自転車置場利用中止届 

 

東京都北区長 殿 

 

申請者 住 所               

 

氏 名               

 

電 話   （     ）     

 

 東京都北区自転車の放置防止に関する条例施行規則第６条の３第２項の規定により、利用を

下記のとおり中止します。 

 

記 

 

１ 登録を受けた指定自転車置場 

 

 

 

 

                                

２ 中止理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

※届日以降、当該日の属する年度の３月３１日まで登録を受けていた指定自転車置場は利用で

きなくなります。 
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別

記

第

九

号

様

式

中

「

健
康

保
険

証

」

を

削

り

、

「

児
童

扶
養

手
当

証
明

書

」

を

「

児
童

（裏）

、

扶
養

手
当

証
書

」

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

別

記

第

三

号

様

式

、

第

四

号

様

式

及

び

第

九

号

様

式

の

改

正

規

定

は

、

令

和

六

年

十

二

月

二

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

改

正

規

定

の

施

行

の

際

、

当

該

改

正

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

自

転

車

の

放

置

防

止

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

別

記

第

三

号

様

式

、

第

四

号

様

式

及

び

第

九

号

様

式

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

- 5 -



東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

十

月

十

八

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

八

号

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

六

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

の

二

第

一

項

中

「

行

政

手

続

等

に

お

け

る

情

報

通

信

の

技

術

の

利

用

に

関

す

る

法

律

」

を

「

情

報

通

信

技

術

を

活

用

し

た

行

政

の

推

進

等

に

関

す

る

法

律

」

に

、

「

第

三

条

第

一

項

」

を

「

第

六

条

第

一

項

及

び

東

京

都

北

区

デ

ジ

タ

ル

推

進

条

例

（

令

和

六

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

号

）

第

六

条

第

一

項

」

に

改

め

る

。

第

九

条

第

二

項

た

だ

し

書

及

び

第

三

項

た

だ

し

書

中

「

第

百

九

十

四

条

第

四

項

」

を

「

第

百

九

十

四

条

第

五

項

」

に

、

「

第

百

九

十

五

条

第

四

項

」

を

「

第

百

九

十

五

条

第

五

項

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

七

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

三

条

の

二

第

一

項

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 1 -



東

京

都

北

区

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

十

月

二

十

八

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

九

号

東

京

都

北

区

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

法

施

行

細

則

（

令

和

六

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

記

第

八

号

様

式

中

「

子
ど

も
の

健
康

保
険

証
の

写
し

等

」

を

「

源
泉

徴
収

票
確

定
申

告

（裏）

、

書

（

１
表

・
２

表
）

等
当

該
子

ど
も

を
扶

養
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
書

類
の

写
し

並
び

に
パ

ス

ポ

ー

ト
運

転
免

許
証

等
当

該
子

ど
も

の
氏

名
及

び
生

年
月

日
が

分
か

る
書

類
の

写
し

」

に

改

め

、

る

。別

記

第

十

五

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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第15号様式（第16条関係）（第１面）

東京都北区長　殿

月

公定価格の加算・調整項目の実施状況について以下のとおり届け出ます。

１　【加算要件】　当該施設において、次の事業を実施し、要件に該当します（該当項目にチェック）。

前月からの
変更有無※

1

2

3

4

5

6

7

8

※前月分の届出から変更があれば○を記入

通園送迎加算　※１号認定部分のみ加算項目
通園送迎を行う場合、「有」となります。
＜挙証資料＞通園送迎の実施状況等が分かる資料等 □有　□無

□（過年度）提出済
□今回提出
提出済　 　月  　日

（非常勤）講師配置加算※１号認定部分のみ加算項目
「必要教員数」を超えて非常勤講師(幼稚園教諭免許状要)を配置する
１号認定子どもに係る利用定員が35人以下又は121人以上の施設の場
合、「有」となります。
＜挙証資料＞資格証（写）、職員体制図

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

チーム保育加配加算
「必要教員数」を超えて教諭を配置し、少人数の学級編成を行ってい
るなどの場合、「有」となります。
※４歳以上児配置改善加算を算定している施設は本加算適用対象外
＜挙証資料＞資格証（写）、職員体制図

□有　□無
　　 　人

□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

３歳児配置改善加算
３歳児及び満３歳児の職員配置基準を、３歳児及び満３歳児15人につ
き１人により実施している場合、「有」となります。
＜挙証資料＞資格証（写）、職員体制図

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

満３歳児対応教諭配置加算　※１号認定部分のみ加算項目
満３歳児の職員配置基準を、満３歳児６人につき１人により実施して
いる場合、「有」となります。
＜挙証資料＞資格証（写）、職員体制図

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

４歳以上児配置改善加算
４歳以上児の職員配置基準を、４歳以上児25人につき１人により実施
している場合、「有」となります。
※チーム保育加配加算を算定している施設は本加算適用対象外
＜挙証資料＞資格証（写）、職員体制図

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

副園長・教頭配置加算　※１号認定部分のみ加算項目
副園長・教頭を配置し、別に定める要件に該当する場合、「有」とな
ります。
　副園長･教頭配置日      　年　　月　　日
＜挙証資料＞副園長・教頭の履歴書、職員体制図

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

学級編成調整加配加算　※１号認定部分のみ加算項目
※１号認定子ども及び２号認定子どもに係る利用定員が36人以上
300人以下の施設の場合、「有」となります。
<挙証資料>職員体制図

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

④□障害児に対する教育・保育を提供している。

⑥□延長保育事業を実施している（子ども・子育て支援交付金の交付に係る要件に適合するもの）。
⑦□病児保育事業を実施している（子ども・子育て支援交付金の交付に係る要件に適合するもの）。
⑧□月の初日に０歳児が３人以上利用している（初めて該当になった月から年度を通して当該要件に満たすものとする。）。

加算・調整項目等 実施状況等 挙証資料提出状況 

⑤□継続的な小学校との連携・接続に係る取組を実施している。

③□満３歳児に対する教育・保育を提供している。

公 定 価 格 加 算・調 整 項 目 届 出 書

　　年　　月　　日

施設・事業所番号
所　在　地

施　設　名

年度 代 表 者 職 氏 名

①□幼稚園型一時預かり事業を実施している（私学助成の預かり保育推進事業等を含む。）。
②□一般型一時預かり事業を実施している（私学助成の子育て支援活動の推進等により行う未就園児の保育等を含む。）。
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（第２面）

前月からの
変更有無※

9

10

11

12

13

14

15

16

17

※前月分の届出から変更があれば○を記入

指導充実加配加算　※１号認定部分のみ加算項目
利用定員が271人以上の施設において、基本分単価において求められ
る必要保育教諭等の数を超えて、非常勤講師を配置する場合、「有」
となります。
＜挙証資料＞加算適用年月、非常勤講師の配置が分かる資料

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

事務負担対応加配加算　※１号認定部分のみ加算項目
利用定員が271人以上の施設において、基本分単価及び事務職員配置
加算において求められる職員を超えて、非常勤事務職員を配置する場
合、「有」となります。
＜挙証資料＞加算適用年月、事務職員の配置が分かる資料

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

療育支援加算
障害児を受け入れ、かつ、主幹保育教諭等を補助する者を配置し、地
域住民等の子どもの療育支援に取り組む場合、「有」となります。
※主幹教諭等の専任化により子育て支援の取組を実施していない場合
の調整が適用されている施設については対象外
区分Ａ：特別児童扶養手当支給対象児童受入施設
区分Ｂ：それ以外の障害児受入施設
<挙証資料>対象の児童が分かる資料等

□有　□無

※有の場合
区分Ａ□
区分Ｂ□

□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

事務職員配置加算　※１号認定部分のみ加算項目
基本分単価において求められる事務職員及び非常勤事務職員を超え
て、非常勤事務職員を配置する利用定員が91人以上の施設の場合、
「有」となります。
＜挙証資料＞職員体制図

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

主幹教諭等の専任化による子育て支援の取組を実施していない場合
※１号認定部分のみ調整項目
代替保育教諭等を２人配置せず、【加算要件】①～⑤のうち実施して
いない項目が４つ以上ある場合は、「有」となりますが、主幹保育教
諭等２人を計画の立案や地域の子育て支援活動等の業務に専任させる
ための代替保育教諭等を２人配置し、子育て支援活動の実施が「有」
の場合は「無」とします。
<挙証資料>職員体制図、子育て支援活動の実施状況等が分かる
資料等

□有　□無
※「有」の場

合、調整

子育て支援活
動の実施

□有　□無

□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

主幹教諭等の専任化による子育て支援の取組を実施していない場合
※２・３号認定部分のみ調整項目
代替保育教諭等を２人配置せず、【加算要件】②・④・⑥～⑧のうち
実施していない項目が４つ以上ある場合は、「有」となりますが、主
幹保育教諭等２人を専任化させるための代替保育教諭等を２人配置
し、子育て支援活動の実施が「有」の場合は「無」とします。
<挙証資料>職員体制図、子育て支援活動の実施状況等が分かる
資料等

□有　□無
※「有」の場

合、調整

子育て支援活
動の実施

□有　□無

□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

主幹教諭等専任加算　※幼稚園のみ加算項目
【加算要件】①～⑤のうち２つ以上の事業を実施し、主幹教諭等を計
画の立案や地域の子育て支援活動等の業務に専任させるため、「必要
教員数」を超えて代替教員を配置する場合、「有」となります。
＜挙証資料＞職員体制図、専任させたことが分かる資料等

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

子育て支援活動費加算　※幼稚園のみ加算項目
主幹教諭等専任加算の対象施設において、保護者や地域住民からの育
児相談、地域の子育て支援活動等に取り組んでいる場合、「有」とな
ります。
＜挙証資料＞子育て支援活動の実施状況等が分かる資料等

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

給食実施加算　※１号認定部分のみ加算項目
給食を実施している場合、「有」となります。
　週当たりの給食実施日数　　　　日
区分Ａ：施設内の調理設備を使用してきめ細やかに調理を行っている
場合
区分Ｂ：施設外で調理して施設に搬入する方法により給食を実施して
いる場合
＜挙証資料＞給食の実施状況等が分かる資料等

□有   日
　区分Ａ□
　区分Ｂ□

□無

□（過年度）提出済
□今回提出
提出済　 　月  　日

施設・事業所番号 (                     )

加算・調整項目等 実施状況等 挙証資料提出状況 
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（第３面）

前月からの
変更有無※

18

19

20

21

23

24

25

※前月分の届出から変更があれば○を記入

定員を恒常的に超過する場合、連続する過去２年度間に常に利用定員
を超過し、かつ、各年度の年間平均所在率が120％以上の状態の場
合、「有」となります。

□有　□無
※「有」の場

合、調整

前年度平均人数
　　人

土曜日に閉所する場合 ※２・３号認定部分のみ調整項目
土曜日に閉所する場合、「有」となります。
　当該月の土曜日のうち閉所する日数　　　　日

□有　□無
※「有」の場

合、調整

栄養管理加算　※幼稚園又は２・３号認定部分のみ加算項目
食事の提供に当たり、栄養士を活用して、栄養士から献立やアレル
ギー、アトピー等への助言、食育等に関する継続的な指導を受けてい
る場合は「有」となります。
※栄養士の雇用形態に応じて「配置」、「兼務」、「嘱託」のいずれ
かの区分で加算を行います。
＜挙証資料＞嘱託契約又は配置が確認できる書類等

□有　□無

□申請書提出日
提出日　　月　　日

□今回提出
提出日　 　月　　日

22

職員配置基準
①年齢別保育教諭等の配置が、公定価格（基本分）における配置基準
を下回る場合、「有」となります。

□有　□無
※「有」の場

合、調整

下回る人数
　　人

②配置基準上、求められる職員資格を有しない場合
公定価格（基本分）における配置基準上の職員について、
幼稚園教諭免許又は保育士資格にいずれも有しない場合、
「有」となります。

□有　□無
※「有」の場

合、調整

下回る人数
　　人

減価償却費加算　※２・３号認定部分のみ加算項目
施設整備費補助金を受けずに整備した施設（事業所）の場合で、下記
加算要件を全て満たす場合、「有」となります。
【加算要件（全て満たすこと）】
・認定こども園の用に供する建物が自己所有である。
・建築資金又は購入資金が発生している。
・整備に当たって国庫補助金の交付を受けていない。
・賃借料加算の対象となっていない。
＜挙証資料＞建物を整備又は取得する際の契約書類（写）

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

賃借料加算　※２・３号認定部分のみ加算項目
建物(土地は対象外)を賃貸方式で実施している施設（事業所）の場合
で、下記加算要件を全て満たす場合、「有」となります。
【加算要件（全て満たすこと）】
・認定こども園の用に供する賃貸物件である。
・賃借料が発生している。
・国庫補助に係る残額が生じていない。
・減価償却費加算の対象となっていない。
　【契約金額（月額：税込）】　　　　　　　　円
＜挙証資料＞賃貸契約書（写） ※賃貸契約に変更があった場合は、
変更後の賃貸契約書（写）

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

休日保育加算　※２・３号認定部分のみ加算項目
休日等を含めて年間を通じて開所する施設を区が指定し、実施する場
合、「有」となります。
<挙証資料>休日における保育教諭等の配置状況が記載された職員体
制図

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

夜間保育加算　※２・３号認定部分のみ加算項目
夜間保育所の設置認可を受け、夜間保育を実施している場合、「有」
となります。
<挙証資料>夜間における保育教諭等の配置状況が記載された職員体
制図

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

施設・事業所番号 (                     )

加算・調整項目等 実施状況等 挙証資料提出状況 
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（第４面）

前月からの
変更有無※

26

27

28

29

30

31

※前月分の届出から変更があれば○を記入

小学校接続加算
以下の要件に該当する小学校との連携・接続に係る取組を行う場合、
「有」となります。
・連携・接続に関する業務分掌を明確にすること。
・授業・行事、研修会・研修等の小学校との子ども及び教職員の交流
活動を実施していること。
・小学校との接続を見通した教育課程を編成していること。
＜挙証資料＞小学校との連携・接続に係る取組等の実施状況等が分
かる資料等

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

第三者評価受審加算
北区が認める第三者機関による評価を受審し、その結果をホームペー
ジ等により広く公表する場合、「有」となります。
　実施終了日（有の場合）　　　年　　　月　　　日
※申請書を２月末までに提出し公表まで確認された場合に３月分に請
求
＜挙証資料＞受審結果が分かる資料等

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

高齢者等活躍促進加算　※２･３号認定部分のみ加算項目
１日６時間未満又は月20日未満勤務の高齢者等を職員配置基準以外に
非常勤職員として雇用し、施設の業務の中で比較的高齢者等に適した
業務（利用子ども等との話相手、相談相手、給食の後片付け等）を行
わせ、かつ当該年度中における高齢者等の総雇用人員の累積年間総雇
用時間が、400時間以上見込まれている場合、「有」となります。
また、【加算要件】②・④・⑥～⑧の事業のうち、いずれかを実施し
ていることが条件となります。
※12月末までに申請書を提出し、承認通知された場合に該当年間総雇
用時間の該当時間にチェック
＜挙証資料＞入所児童処遇特別加算（申請・報告）書、職員名簿、
雇用時間内訳書

□400時間
□800時間
□1,200時間
□無

□申請書提出日
提出日　　月　　日

□報告書、他挙証資
料提出（３月）
提出日　　月　　日

施設機能強化推進費加算
【加算要件】を２つ以上満たし、施設等の総合的な防災対策（地域住
民への防災支援協力体制の整備・合同避難訓練を実施、及び職員への
防災教育、訓練の実施及び避難具の整備）を図る取組を行い、取組に
必要となる経費の総額が、概ね15万以上見込まれる場合、「有」とな
ります。
※申請書を12月末までに提出し確認された場合に３月分に請求
＜挙証資料＞地域住民への防災支援協力体制・合同避難訓練実施に
ついて分かる資料、施設機能強化推進費加算（申請・報告）書、取
組に要した経費がわかる領収書（写）等

□有　□無

□申請書提出日
提出日　　月　　日

□報告書、他挙証資
料提出（３月）
提出日　　月　　日

外部監査費加算
幼稚園及び認定こども園を設置する学校法人等が、当年度の幼稚園・
認定こども園の運営に係る会計について、公認会計士又は監査法人に
よる監査を受ける場合は「有」となります。
　監査終了日（有の場合）　　　    年      月    　日
　監査実施機関（有の場合）（　                      　）
<挙証資料>外部監査の実施状況等が分かる資料等

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

施設関係者評価加算
保護者その他の施設関係者（施設職員を除く。）による評価を実施
し、その結果をホームページ・広報誌への掲載、保護者への説明等に
より広く公表する場合、「有」となります。
　実施終了日（有の場合）　　　　年　　　月　　　日
　公表予定日（有の場合）　　　　年　　　月　　　日
※申請書を12月末までに提出し、確認された場合に３月分に請求
＜挙証資料＞評価の実施が分かる資料等

□有　□無
□（過年度）提出済
□今回提出
提出日　 　月　　日

施設・事業所番号 (                     )

加算項目等（３月分の請求時のみ加算） 実施状況等 挙証資料提出状況
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